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裁判員裁判の法心理

供述、裁判の過程を可視化する三次元情報提 示システム
現在、弁護士の依頼を受けて実際の事件に関わる供述調書を分析し、

KTHキューブシステムでの可視化を試みています。また数十年前の裁判記

録の三次元化にも取り組み、その有効性を評価しています。

KTHキューブシステムを用いた質的分析の一方で、市販やフリーの言語解

析ツールを使った量的なアプローチも行っています。文字列を単語や文節

で区切り、それらの出現頻度や出現傾向、一緒に出現する傾向のある言葉な

どを解析するテキストマイニング手法を用いて供述調書を分析することで、

KTHキューブシステムで得られた結果と比較分析することができます。KTH

キューブシステムを用いた場合は人間が文章を読んで理解し、抽象化する

ため、細密に分析できる反面、時間を要することや、調書を読む人の主観的

な解釈が入る可能性があります。一方、言語解析ツールを使った量的分析で

は、恣意性の少ない客観的なデータを得られる反面、コンピュータが文脈か

ら正しい意味を読みとる精度に限界があります。質的・量的手法の両方か

らアプローチすることで、三次元情報可視化技術を総合的に評価し、より実

用性の高いものへと改良や機能の拡張を加えていく予定です。

将来の取調室の可視化、司法領域の情報化にも
蓄積したノウハウを生かします。

今後の課題は、さらに分析実績を増やし、ノウハウを蓄積することです。

現在、世界的に「取調室の可視化」が進んでおり、日本でも一部の取り調べ

で導入されています。将来的には、取り調べ過程をすべて録音・録画する

方向へと進んでいくでしょう。そうなった時には膨大な音声・映像から被

疑者の供述や警察官や検察官とのやり取りを抽出し、そのプロセスを分析

する必要が生じます。そこでも本プロジェクトのKTHキューブシステムや

言語解析の技術やノウハウが生かされるはずです。

また、司法分野への情報技術の導入に尽力していくことも、私たちの果

たすべき役割の一つだと考えています。司法分野は、扱うデータが難解で

解析が容易でないなどの理由で、情報化が非常に遅れています。しかし現

実には、集団訴訟などの場合に発生する膨大な供述調書や、何年にも及ぶ

裁判記録といった資料を管理・マネジメントする手法が求められていま

す。現在、企業との共同研究で、そうした司法の情報化に役立つ情報技術

や手法の開発にも着手しています。

人の心理や属する文化、社会の状況を知らずに言葉を理解することはで

きません。とりわけ司法で用いられる言葉は、法律や社会、制度、心理など

多様な側面から解析する必要があります。そのため、こうした領域に導入

される情報技術の開発においては、情報技術に関わるスキルだけでなく、

法学や心理学、社会学など社会科学的な素養を持った人材が求められて

います。本プロジェクトを通して、専門性を深く掘り下げつつ、それを社

会的な課題の解決に応用する道を模索する広い視野を持った若い人材が

育っていることも大きな成果です。

情報技術を用いて裁判員の適切な判断を支援し
公正・公平な裁判の実現に寄与したい。

裁判員制度がスタートし、法律の専門知識を持たない一般市民が死刑も

含めた量刑判断を行うという極めて重い責務を負うことになりました。に

もかかわらず、現実の裁判では膨大な証拠や証言の一部しか提示されず、

裁判員は判断に十分な材料を手にしているとは言えません。加えて、公判

前報道などさまざまなバイアスによって公正な判断が阻害される場合も

あります。こうした課題に対し、情報技術の側面から解決にアプローチす

るのが本プロジェクトです。私たちは、司法のプロセスに情報技術を導入

することで、とりわけ裁判員裁判においてさまざまなバイアスを排除し、

裁判員となる市民が適切な判断を下せるよう支援することを目指してい

ます。こうした研究を通じて、公正・公平な裁判の実現に寄与することが

最終的な目標です。

供述の時間的な変遷、異なる主張を三次元空間に可視化する
「三次元情報提示システム」を開発しました。

私たちはこれまでに、裁判員裁判に活用することを想定し、情報科学と

心理学を基盤として、自白供述書を分析するシステム、「三次元情報提示

システム（KTHキューブシステム）」を開発しました。これによって実現し

たのは、供述の時間的な変化・変遷や複数の対立主張を三次元に可視化す

ることです。数週間、時には数ヵ月にわたって続けられる取り調べの過程

では、被疑者の供述が二転三転したり、事件によっては、複数の被疑者が

矛盾する供述を行う場合もあります。さらに裁判では、自白供述だけでな

く、検察側の論証を支える証拠や、それと対立する弁護側のさまざまな証

拠も提示されます。KTHキューブシステムは、こうした複雑な証拠・証言を

裁判員ができるだけ直感的に理解できるよう助けるものです。

KTHキューブシステムは、三次元情報提示ツールにナラティブ分析や虚

偽自白分析の要素を取り入れて構築されています。被疑者の供述の中か

ら、特定の語句や語句の組み合わせを抽出してその出現頻度や出現傾向を

解析し、そのストーリー（変遷）を三次元空間に表現するものです。三次元

のキューブ（立体）内に、縦軸に時間の流れ、横軸に主要な論点の関係を表

した図（概念マップ）を置くことで、いつ、どこで、だれが、どのような供

述を行ったかを、裁判員が直感的に理解しやすい形で提示します。例えば

複数の被疑者が関わる刑事事件で、被疑者それぞれの供述から、共犯計画

に関わる語句を抽出し、だれが、いつ、どの程度の頻度でその語句を使った

か、また時間とともにその語句がどのような変遷を辿ったかを明らかにし

ます。合理的な理由がないにもかかわらず、供述に変遷が生じた場合は、そ

の自白の信用性を疑い、精査する必要性に気づく材料となり得ます。こう

して自白した結果だけでなく、自白に至るまでの変遷を含めた供述の全体

を見ることで、裁判員はより合理的な判断を下すことが可能になります。
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